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NCGMの健康危機・感染症危機対応

スペインかぜ

2020

ペルー大使館
人質事件

SARS
中国・ベトナム

エボラ出血熱
コンゴ民主共和国

新型インフルエンザ
(A/H1N1)

エボラ出血熱
アフリカ西部

デング熱

MERS

COVID-19
武漢帰国者
クルーズ船
オリパラ対応

黄熱病
コンゴ民主共和国

2023

M痘

第五福竜丸
事件

東日本大震災被災地支援

横井庄一さん
小野田寛郎さん

帰国対応

阪神淡路大震災

世界的感染症流行

海外の健康危機など

海外の感染症危機

災害による健康危機

インドネシア森林火災

ニューヨーク
同時多発テロ（9.11）

パキスタン洪水被害

トルコ・
シリア大地震



Covid-19対応

総合病院機能

重症・中等症患者
の治療

ワクチン接種

地域医療

PCRスポット

軽症者ホテル運営

疫学

ゲノム解析

患者レジストリー

診断法開発

抗体・抗原検査

重症化予測

治療法開発

新薬・回復者血漿療法

（ワクチン）

検疫・クラスター
対応

政府・都への情報
提供と助言
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軽
症

化

ホテル

自宅療養

・区医師会
・区薬剤師会
・新宿区保健
所

病状悪化

軽
症
化

NCGM

東京医大

慶應大

大久保

重
症
化

重症

軽～
中等症

軽症

女子医大

東京都
ベッド

コントロール

新宿区新型コロナ
検査スポット
（NCGM)

PCR + Sat O２

質問票に記載

新宿区医師会等
各診療所による
電話/対面診療

新宿区
保健所

※必要な検査・投薬

紹介状 発生届

協力スタッフの派遣

・区医師会
・各病院

NCGMを窓口とし
た各病院の

病床確保の調整

連携

ベッドコントロール

JCHO山手

JCHO新宿

患者ケア

新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 検査・医療提供体制

新宿区保健所

帰国者・接触者電
話相談センター 帰国者・接触者外来

（東京医大・大久

保）

発生届

案
内

情報
提供書

帰国者・接触者外来
NCGM

情報
提供書

大久保
陰性確認

依頼・患者搬送

聖母

4/20～（５件/日）

症状消失後２W
で健康観察終了

新宿区保健所

2020.04.20改訂

（中等症以上）

軽症・
有症状濃
厚接触者



Covid-19臨床研究
での問題点(1)

研究体制

COVID-19診療の主体となった感染症指定病

院には日本には少ない新興再興感染症につ

いての臨床開発経験が乏しく、研究支援体

制や研究組織がパンデミック前に充分整備

されていなかった 

特に医療逼迫時には研究開発に割けるエ

フォートや人材・リソースが不足 
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Recovery試験で明らかになったこと

効果が証明された薬剤

• デキサメタゾン

• トシリズマム（抗IL-6抗体）

証明されなかった薬剤

• ロピナビル・リトナビル合剤
（抗HIV薬）

• ヒドロキシクロロン（抗マラ
リア薬）

• Covid-19回復者血清

• アジスロマイシン（抗菌薬）

• コルヒチン（抗炎症薬）



なぜ成功したのか？

•スピード：プロトコルを1日で作成し、3ヶ月で12000人を登録

• 研究の設計や実務をできるだけシンプルに

•医療DX：電子カルテ、診療所データ、行政データの統合

• 単一の研究計画書（プロトコル）：プラットフォーム試験

•信頼とインセンティブ



Covid-19臨床研究
での問題点(2)

流行の波と適
格症例のミス

マッチ 

流行には波があるため患者をほとん

どリクルートできない時期もあった

多くの試験薬は感染初期をターゲッ

トとするため、外来やホテル療養中

の患者が多く、リクルートに難渋し

た
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Covid-19臨床研究
での問題点(3)

研究デザイン
と症例数

ほとんどの患者が自然治癒し、死亡

率が（比較的）低いため、治療の有

効性を検証するにはある一定患者数

のRCTが必要

RCTと観察研究が同時進行、しかも

治療費は全て無料であった
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RCT：ランダム化比較試験



国内臨床試験ネットワーク整備 Global Initiative for Infectious Disease (GLIDE) 設立

A大学病院

B大学病院

C大学病院

D医療センター E県立病院 F総合病院

I宿泊施設

J宿泊施設

K宿泊施設L市民病院 M診療所 N医院

治療薬Xの臨床
試験（重症）

治療薬Yの臨床
試験（中等症）

治療薬Zの臨床
試験（軽症）

目標：国内外の臨床試験（RCT）の迅速な実施のためのネットワークの基盤整備
背景と課題：国内で多くの試験が実施されているが患者登録が難航している。

→構造的な問題点:色々な施設で実施されているが、お互いに連携できていない。
→求められる被検者と入院患者のミスマッチ。
→ front lineである一般病院はCRCなどのサポートが少なく、機動性に欠ける。

GLIDE

• 運営委員会
• 国内オペレーション部門
• 国際オペレーション部門

• NIH
• 英国/欧州
• ASEAN諸国

交通整理
研究支援

総括事務局（NCGM内）
NCGM
藤田医大
長崎熱研

COVID-19禍から次の新興再興感染症へ向けての基盤整備



88,886 症例（672施設）

2023.9.25現在



パンデミック発生段階ごとの医療提供体制
東京都新型インフルエンザ等対策行動計画H25より

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/000/367/2018_3n.pdf



パンデミック発生段階ごとの医療提供体制
東京都新型インフルエンザ等対策行動計画H25より

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/000/367/2018_3n.pdf

情報収集 初期症例
の診療

初期症例
の診療
診療につ
いての情
報公開

主要病院
との連携
Level I

特定機能
病院との
連携
Level II

医療崩壊
の防止
Level III

NCGM
センター病院
の役割 水際対策

支援

全ての患者に対応 中等症・重症患者に注力

Covid

Covid-19 第１波において

• 検疫：武漢帰国者対応、ホテル療
養支援

• クラスター対応：クルーズ船、永
寿総合病院など

• 治療法・管理法の開発と周知

• 主要病院の指導・支援

• PCR検査スポット設営と近隣病
院・医師会連携



パンデミック発生段階ごとの医療提供体制
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初期症例
の診療
診療につ
いての情
報公開

主要病院
との連携
Level I

特定機能
病院との
連携
Level II

医療崩壊
の防止
Level III

NCGM
センター病院
の役割 水際対策

支援

全ての患者に対応 中等症・重症患者に注力



組織統合に向
けて：

次の有事に備
えて

• 新組織でできること

• 感染情報とサンプルの一元的活用

• 総合病院機能（超一流の）

• 臨床試験ネットワーク（国内・国際）

• 基礎研究と臨床の橋渡し

• 人材育成

• 他のNC、JHとの連携

• Biobank、難病ゲノム、CIN

• 医療DX改革

• 地域主要病院・医師会との連携
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